
2022 年 11 月 23 日 

遠鉄アシスト杯 参戦記 

 

JPN８３９ 八木伴幸 

 

日頃からお世話になっております竜洋 B＆G 竜洋センターしおさい湖で、11 月 18～19 日

（第１７回 IOM 選手権大会）同時開催参加させて頂きました。私は初めての HMS（ヒー

トマネジメントシステム）採用でのレース運営を経験いたしました。 

遠鉄アシスト杯は、朝から小雨混じりの５～８ｍ/s 北東を軸に湖面では多少のシフトが

入るが安定した強風下で充実した条件でレースをすることができました。 

関東、中部、関西と遠方から１２艇のエントリーを頂き Brig での熱戦を行えました。 

 

運営とジャッジを行って頂きました中嶋様、落合様、地濱様、大会準備を頂いた IOMNCA

役員の方々には大変感謝しております。改めて有難うございました。 

 

レースの感想ですが、強風下 Brig でバウ沈する艇もある状況下、各ポイントで素晴らし

いテクニック、コース選択を見せて頂きました。HMS のお陰で他ヒートのレースをゆっく

りオブザーバーしながら見学できた事で、レースイメージや注意するポイントが参加する

ヒート前に確認できた点が大きく役立ったと思います。もし連続参加でしたら、コースプラ

ンなどできないまま出艇となり、安定の成績とはならなかったと思います。 

今回の最大のポイントは、やはり練習量とチューニングでしょうか。今年でラジコンヨッ

トを本格的に始めて３年が経過して、本拠地、他地区レースイベントに多数参戦させて頂き

ました。お陰でレース場慣れして、過度な緊張も少なくなりました。さらにレースの無い休

日は、山脇氏に無理を言って、みっちり練習に付き合って頂いた点だと思います。２艇での

練習は課題と問題点を常に持って濃密な練習ができました。大変感謝しています。 

 

“私の 2022 年の練習量と遠征の距離は、おそらく日本一だと思っています。（笑）” 

 

 

今回のボートのチューニングについては、基本セッテイングを中心に風速が上がれば、下

記の内容に変更しました。変更後は更にボートスピードは上がっていましたので、同型艇を

お持ちの方、強風下でボートコントロールが不安定だった方、参考まで。 

（イメージは、登り角度よりハイスピードボートにするセット） 

※（K2 の＋30 度 Brig NO２ウェーブセットとは一味ちがうセットです。） 

 



 

Brig セッテイング（基本セット、K2 虎の巻抜粋） 

 

B、NO2 Flat 海面用 ヒール角想定＋３０℃ （基本セット）   （７m 以上＋波） 

 

マストレーキ                １１４６    １１５０ 

メインフット                ２０      １０～１５ 

メインブーム開き（メインポストよりブーム） ２０      ２０         

メインキャンバー              ４０      ３０         

ジブフット                 ２５      ３５         

ジブブーム開き（マスト中心からジブブーム） ５５      ５５～６０      

ジブキャンバー               ７０      ６０         

 

以上のセットは今回の条件下で行ったチューニングデータです。 

他の箇所の詳細なポイント。 

（メイン） 

バングを通常より強めのセットをして、カニンガムも強め、ラフワイヤーも強めにして、メ

インセイルのホットポイントをリーチ側（後ろ）にしてリーチのバテン前付近にホットポイ

ントを持っていくよう意識しました。帆走中トリム量は、ブローの強弱によりますが、最大

で４０㎜以上だして、スピードを稼ぐ方法を取りました。その後に安定した風域には入った

らジワジワ引き込みボートの角度を修正していきます。 

（ジブ） 

サギングしないよう、タックピポットを強め、タックロープも強め、メインシートを出す機

会が多いため、最大に引き込んだ時のジブブーム位置設定を５㎜増量して、メインセイルの

ラフは捨てて、ジブを中心に帆走するイメージで、メインを出した際に、ジブとのスロット

ルを邪魔しないようにチューニングしました。 

あくまで、今回の条件下でうまくいったセットですが、すべて風をどのように流して走りた

いか？セイルのどこにホットポイントをもっていきたいかイメージ通りにセットできると

楽しいです。皆様も色々お試しください。 

（ラダー） 

最大キレ角度を制限して通常の６５％、ラダーのキレ速度も最大限遅くセット（プロポにて） 

水中でラダーを大きく動かす事で乱流によって、アンコントロールを防ぐ為です。 

（マストラム、マストベンド） 

ベンドは通常ほぼゼロにセットだが、今回はレーキ増やしマスト後傾した関係で、サイドス

テイもサイドベンドしないよう強めのセット。 

マストラムを利用してマストのベンドをストレート近くまで調整抑制しました。 



 

レース中のチューニングは、最大幅は 5～１０㎜ と微量ながら大きく効果を感じました。 

練習では、極端に調整してみることで、どの部位をコントロールすることでどのような効果

が出るかテストを重ねメモなどをして、間違いを繰り返さないようにしてきました。 

ヨットを早く走らせる以外にもスタートを積極的に攻める、フレッシュウインドを早く

取り、最大限活用できるライン取りやコース選択など、ケースの処理、回避とまだまだ必要

な課題は山積していますが、場馴れが一番の解決方法です。 

 

（今回スタート攻めすぎて、３回もリコールしましたが（笑笑）） 

 

 

 

今後の課題は、苦手な微風や触れ回る風のレースでもボートのポテンシャルを引き出し

冷静なレース運びをする事、総合ポイントで凹凸の少ない安定したレッガッタになるよう

にする事でしょう。（やる事がいっぱいで、まだまだ楽しめそうです。） 

 

夢は、いずれ NCA 競技会で優勝を重ね世界選手権にいってみたいものです。（笑）  

今回クロアチアで開催された IOM ワールドに参加した池松氏の功績は私にとっても皆様に

とっても多大な刺激となり、その勇姿は心に刻まれました。 

改めて、世界を身近に感じせてくれた池松氏のチャレンジ精神に改めて感謝いたします。 

 

【私の２０２２年の貴重な体験】 

① クロアチアのお土産、貴重な体験談をお聞きできた事。 

② 世界選手権 LIVE 中継を少年のように興奮状態で応援した事。 

③ 本レースで優勝して、うなぎの白焼を食べた事。（笑おまけ） 

 

恵まれた環境で、ラジコンヨットで楽しめるのは、沢山の仲間と諸先輩方のチャレンジ精

神に感謝して、今後もラジコンヨット界の発展に微力ながら尽力していきます。 

今後も各地に遊びに行かせてください。その際は宜しくお願い致します。 

 

以上 


